
 2019年（令和元年）10月12日に伊豆半島に上陸した令和元年東日本台風（台風19号）は日本列島に沿って北上

し、13日にかけて東日本の広い範囲に記録的な大雨をもたらしました。管内でも、河川の氾濫等により、広範囲

に浸水被害が及び、夜間に浸水が広がったことから多くの住民が逃げ遅れる状況となりました。 

 いつ同じような災害が発生するかもしれない中で、私たちはどのようにして命を守ればいいのでしょうか。 

台風や大雨の前に 

雨が降り始めたら 

積極的な情報収集 

避難情報が 

発令されたら 

避難することは自分だけでなく家族を守る大切な決断 

テレビ、ラジオ、インターネットで気象情報と避難情報を確認し、避難できる準備を整え

ておきましょう。 

家族が離れて行動しなければいけないときに、お互いに状況を確認できるよう、連絡手段や避難場所

を事前に確認しておきましょう。 

率先した避難で家族や周囲の人の行動を促しましょう。 

夜中に大雨が想定される場合や、お年寄りや障害のある方とその家族は、警戒レベル３で避難しましょう！ 

 

警戒レベル５（緊急安全確保）は何らかの災害がすでに発生して

いる可能性が極めて高い状況です。 

自治体が災害等の情報を把握しきれない場合は発令されないこと

があります。 

【正常性バイアス】危険が迫っているにも関わらず、「大丈夫だろう」と正常な判断ができなくなる心

理的な作用があります。「避難指示が出たら避難所に避難する。」と自分で決めておくことで迷いを減

らし、命を守る行動がとれるようにしましょう。 

周りの状況を確認 
各自治体のハザードマップやウェブサイトを参考に、住んでいる場所、学校、職場の周辺

の危険や避難場所を確認しましょう。 

時系列で考える避難のポイント 

警戒レベル 避難情報等 

～～＜警戒レベル４までに必ず避難！＞～～ 

５ 

４ 

３ 

１ 

２ 

緊急安全確保 

避難指示 

高齢者等避難 

大雨・洪水・高潮注意報 

（気象庁） 

早期注意情報 

（気象庁） 

危険な場所から全員避難 

※高齢者等以外でも自主的に避難 

高齢者や障害のある方は避難 



12日 13日 

：１時間あたりの降水量 

警戒レベル３ 
高齢者等避難開始 

（13：00） 

警戒レベル４ 

：１時間あたりの119番通報件数 

避難指示（緊急） 

（16：30） 

  

※ 119番通報のすべてが台風に関連するものではありません 

※ 降水量は消防本部（郡山市堂前町）の観測値 

降水量のピーク 

12日23時頃 18.5mm/ｈ 

119番通報のピーク 

13日８時頃 79件/ｈ 

※ 警戒レベルは2021年のガイドライン改定前のもの 

  避難情報発令の時間は福島県「令和元年台風第１９号等に関する災害対応検証報告書 」ｐ24より 

左の図は2019年の１日の平均119番通報件数と、令和元年東

日本台風が上陸した2019年10月12日の13時から24時間の

119番通報件数を比較したものです。 

令和元年東日本台風では１日の平均119番件数の約14倍の

119番通報が集中し、その結果、通信指令センターの回線が

すべて埋まってしまい一時119番通報がつながらないという

状態になりました。 

下の図は令和元年東日本台風が上陸した2019年10月12日から13日の２日間で、消防本部で観測

した降水量と119番通報件数の推移を重ねたグラフです。このグラフの形から避難のポイントを

考えてみましょう。 

119番通報件数のピークは13日の朝８時ごろで、降水量は落ち着いてきてから119番通報

が相次いだことがわかります。 

 
降水量のピークは12日の23時ごろでした。 

しかし、警戒レベル４の避難指示はその約６時間前には発令されています。 
降水量 

 119番通報件数 

グラフで振り返る避難のポイント 

 自宅が床上浸水したため２階に避難したが、翌日も

水が引かず身動きが取れないため救助を要請。しかし

消防をはじめ警察・自衛隊のボートにも数に限りがあ

り、すぐに駆け付けることはできず、待っていただく

しかなかったという事例が実際にありました。 

 救助が来るまでの間は、食事やトイレなど、大変不

便であったことが考えられます。 

1日平均※ 10月12日13時から 

24時間 

69.8件 

1,003件 

約14倍 

※一日平均に10月分の件数は含めていない 

119番通報 

０時 18時 12時 6時 0時 18時 12時 6時 

 台風の情報は、天気予報の事前予測

により進路や降水量などの情報を得る

ことができます。さらにテレビやラジ

オだけでなく、公的機関のSNSでもリ

アルタイムに情報が発信されていま

す。早めの準備と避難によって命を守

る行動をとりましょう。 

事例 一人ひとりができること 



 
正しく使えば安全・便利、取扱いを間違えば危険につながる

「スプレー缶」について、情報をお送りします。  

安全で安心な暮らしをサポート！ 

火災予防に関する様々な情報をお届けします。 

N E W S 

―使える防災情報コラム― 

い ざ ! 防 災 

スプレー缶について 

スプレー缶の危険性 

 スプレー缶はその噴射剤に

LPガスなどの可燃性ガスを使

用しているものがほとんどで

す。LPガスの主成分になって

いるプロパンは引火点（他の

火源を近づけた時に燃焼を始

める温度）が約－100℃と極め

て低く、近くに火気があれば

引火し爆発する危険性がとて

も大きい物質です。 

管内においても過去にスプ

レー缶が起因する火災が発生

しており、そのほとんどはス

プレー缶のガス抜き中に発生

しています。 

スプレー缶が関係する火災事例 

スプレー缶を処分するため屋内

で缶に穴をあけてガス抜きをし

ていたところ、近くで使用して

いたガスコンロの火で引火し火

災となった。 

本人（80代男性）は火災により

救急搬送され、入院が必要なや

けどを負った。 

不燃ごみの中にガス抜きのされ

ていないスプレー缶が混ざって

おり、ゴミ収集車のごみを取り

込むための回転板に挟まれた際

の衝撃火花で引火し火災になっ

た。 

脱衣室の棚に収納していた消臭

スプレーが地震の影響で棚から

落ちて、部屋を暖めるために使

用していた石油ファンヒーター

の前に転がり、温風で熱せられ

た結果、爆発した。 

事故を防ぐために 

保管 

・キャップを確実に締める 

・直射日光のあたる場所や高温

多湿となる場所を避けて保管

する 

使用 

・各メーカーの注意事項に必ず

従って使用する 

・コンロなど火気の近くでは使

用しない 

・スプレー缶の使用時はガスが

滞留しないように、窓を開け

るなど十分に換気する 

廃棄 

・各自治体で決められた処分方

法を確認して廃棄する 

スプレー缶

等が関連す

る火災統計 

火災実験動画 

 火災実験動画を公開中 

  ＼ ぜひチェックしてみよう！ ／ 

ファンヒーターの熱で出火 

ごみ収集車から出火 

ガス抜き中に出火 

・スプレー缶のガス抜きをする

際は屋外の風通しの良い場所

で行う 

 私たちの生活には様々な場面

でスプレー缶が使われていま

す。卓上用カセットコンロで使

うLPガスのカセットボンベ、

殺虫スプレーや消臭スプレー、

ヘアスプレーなどその種類は多

岐に渡ります。これらのスプ

レー缶は便利な反面、使い方や

処分方法を誤ると火災につなが

る恐れがあります。 

 私たち一人ひとりがスプ

レー缶を正しく取り扱うこと

で、事故を防ぐことができま

す。保管、使用、廃棄の３ス

テップで確認しましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火災    件増加！ をお願いします！ 21  
本組合管内の火災件数は2023年５月 31

日時点で、76 件と昨年の同日と比較して

21 件増加しています。 

火災原因をみますと、たき火と放火（疑い

を含む）が最も多くそれぞれ 16 件です。 

  

さらに、今年の建物火災 41 件のうち住宅

火災は 26 件（63.4％）と約６割が住宅で発

生しています。 

※その他の火災とは他に分類されない、空地や河川敷等での枯草やごみ等の火災をいいます。 

住宅用火災警報器の取付けを がお手伝いします！ 

住 宅 用 火 災 警 報 器 取 付 け 等 支 援 事 業  「 孫 の 手 作 戦 」 

消防署員 

⑴  65歳以上の方のみの世帯 

⑵  身体等に障害があり自ら設置

することが困難な方のみの世帯 

⑶  その他、自ら設置することが

困難と認められる世帯 

最寄りの消防署・分署 

にご連絡ください 

・住宅用火災警報器は 

ご自身で準備してください 

・取付け当日は立ち合いを

お願いします 

申込者から委任を受けた

方の立ち合いも可能です 

住宅火災の早期発見と死傷者抑止のため住宅用火災警報器は全ての住宅で設置が必要です 

そこで！ 

対象 申込 確認事項 

 

昨年より 

【事例】たき火が原因の火災 

 畑内で枯草を焼却中に、消火用の水を取り

に行くため目を離した際、たき火の火が付近

の枯草に着火し延焼したもの。 

たき火行為者は顔などをやけどし、枯草約

4400 ㎡焼損した。 

「たき火の最中にその場を離れない」な

ど、一人ひとりの心がけで防げた火災が

少なくありません。 

※すべての寝室、階段の上（寝室が２階以上の場合） 

2022 2023 2022 2023 2022 2023 2022 2023 2022 2023 

１月 2 月 3 月 4 月 5 月 
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2023 年 

火災件数 

76 件 

建物火災 

41 件 

林野火災 

４件 

車両火災 

５件 
住宅以外の建物火災 

15 件 

建物火災 

41 件 

その他の火災※ 

26 件 

住宅火災 

26 件 

【事例】住宅用火災警報器により 

住宅火災を未然に防いだ事例 

 家人がガスこんろで鍋に火をかけたのを

忘れ外出したところ、鍋の内容物が焦げて

煙が発生したが、台所に設置の住宅用火災

警報器が煙を感知し鳴動、近隣住民が警報

音を聞き 119 番通報したため火災に至らな

かったもの。 

2022 年と 2023 年の月別火災件数 
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対策できてる？ 
熱中症は、暑さや湿度といった環境の要因だけでなく、運動や体調などの複数の要

因により、体温の上昇と調整機能のバランスが崩れて発症してしまいます。 

【室内でも熱中症になった事例】 
90 代男性が自宅でトイレに行く途中に崩れ落ちるように倒れ、同居家族が救急要請。 

エアコンを使用していた様子はなく、室内は 34℃であった。（重症） 

【小さな子どもが車内に取り残された事例】 

昼ごろ、１歳の男児が車内に約 30 分取り残され救急要請。救急隊到着時には窓ガラスを破

壊し救出されたものの、全身発汗し体温は 38 度を超えていた。（重症） 

昨年 2022 年７月から９月の本組合管内の熱中症での搬送数は 140 人です。 

そのうち 70 歳以上の方は 71 人で 50.7％と約半数を占めています。 

子どもや高齢者は体温調節機能が不十分なことがあり特に注意が必要です！ 

＼おさらいです！／ 

２ 適度な塩分補給 ５ 適度な休息 

３ 直射日光には日傘か帽子 ６ バランスのよい食事と  

  十分な睡眠 

１ こまめな水分補給 ４ エアコン扇風機の活用 

熱中症対策をもう一度確認！ 

2022 年７月から９月における熱中症の年代別救急搬送人員 

14 

10 ９ ９ 

13 14 

21 

32 

18 

まずは運動や入浴で、暑さに慣れ、汗をかく習慣をつけましょう。 
暑い日が続くため、運動は無理せず涼しい朝晩に行いましょう。 

昨年の統計は… 

（人） 

（年齢） 


